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１９７４年生まれ、さいたま市出身、獨協大学外国学部卒。

幼少時より医者を目指していたが、１５才の時に観た映画「ニューシネマパラダイス」で魂を揺さぶられ、

映画の道を志す。大学卒業後、助監督として黒沢清、北野武監督等の元で働く。 ２８才の時に、

映画「らくだ銀座」にて監督デビュー。国際映連・Ａ級世界十大映画祭にも招待され、評価をうける。

全国各地で、 今まで数十万人の人を巻き込み、日経地域情報化大賞、地域づくり総務大臣賞受賞。

映画「ふるさとがえり（2011）」は公開から４年半たった今もなお、全国１２００ヶ所でロングラン公開中。

アジア・太平洋の子供達を繋ぐ、映画「空飛ぶ金魚と世界のひみつ」が全国劇場・世界３０か国で上映。

最新作は「ふるさとがえり」の魂を受け継ぐ女性たちの物語「惑う After the Rain」が全国ロードショー。


